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動画コンテンツ教材の視聴時における学習方略に対する意識付けの効果に
関する実践的検討
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本研究の目的は, 学習方略の意識づけの違いによる学習効果を検証することによって, ディ ジタル教材の効果的な活用
に向けた基礎的資料を得ることである。 近畿圏の小学校5 年生65名を対象に, 検証授業と質問紙調査を実施した。 学習者
グループをディ ジタル教材視聴においてメモ方略の意識づけがなされる条件 (以下, メモ条件) と, 意識づけがされない
条件 (以下, 視聴条件) に割り当て, 学習意欲や学習効果に与える影響を検討した。 ディ ジタル教材に対して感じる 「楽
しさ」 ではメモ条件の方が高水準にあった. また, 学習内容に対する 「わかりやすさ」 では, メモ条件の男子が高水準に
あった。 また, 実践当日の小テストの結果からは, 条件による学習効果に違いは認められなかったが, 一週間後の遅延テ
ストでは, メモ条件の方が視聴条件よりも記述問題の正答率が高かった。 これらのことから, ディ ジタル教材に合う学習
方略を指導することの重要性が示唆された。 
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1 . はじめに
1.1 研究の背景
本研究の目的は, 学習方略の違いに着目し, ディ ジタ
ル教材, 特に動画コンテンツの効果的な活用方法を検討
することである。




より, 学習意欲が高まることが明らかにされている' )。 
情報化の進展がみられる現代ではディ ジタル教材が積極
的に活用されており, 実物の代替となる可能性が検証さ
れている2), 3)。 ディ ジタル教材は必要な機材が揃って
いれば, 誰でも活用することが可能である。 森山は, 定
番の ICT活用の在り方に加えて, 新しいICT活用の在





ジタル教材の特徴が整理されている。 辻5) はディ ジタ
ル教材のメリ ットとして, 言語的処理と非言語的処理が
意識されるために6), 学習者の印象に残りやすい (教育
効果) , 必要な情報を編集し, 繰り返し提示できる(教材
の運用管理) などを指摘している。 これらのメリ ットは, 
教育現場でのディ ジタル教材を活用した授業の在り方に
影響を与えている。 宇治橋らの調査によると, 小学校で
は, ディ ジタル教材は既に1 年生の段階から活用されて
おり, 市販のビデオ教材やDVD教材, NHK学校放送
番組 ・ NHK ディ ジタル教材といった特に動画コンテン
ツの活用が多いことが示された7)。 動画コンテンツの開
発は現在も進んでおり, 2008年には動画視聴サイ ト
「YouTube」 に文部科学省公式のチ ャ ンネルと して
「mextchannel」 が登場している。 一般的な動画コンテン
ツには①情報量, ②企画構成, ③公共性, ④高品質, ⑤
広域受信の利点があり8), 特に, 情報量の多さや専門家
による企画構成は, 学習者の興味 ・ 関心を高め, 発展学
習につながるこ とが予測されている9)。 そのため, 情報
量, 企画構成の要素が動画コンテンツ活用を促進するも
のと考えられている。 学校現場でよく 使用されている
NHK ディ ジタル教材, NHK 学校放送の動画コンテンツ
には, 1 つの主題を扱い10分程度で構成される番組タイ





けており, これらのメ リ ットは日頃から活用している教
員の間に着実に浸透してきている'°)。
一方, あまりICT を活用していない教員にとっては, 
ICT活用を促進する要因になっているとは言えない。 小
学校教員を対象に ICT活用に対する態度の調査では, 
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「情報機器の使い方にばかり関心を持つことで, 教育内


























して, 動画コンテンツに着目する. 動画コンテンツは, 
その利用において情報機器への依存が小さいため, 教師
が利用する情報機器の幅を広げていく うえで, 基礎的な









本 ・ 堀田 ・ 木原'2)は, 算数科の習熟度別学習において, 
NHK学校放送番組を活用した実験授業を行い, 児童の












次に, 上述したよう に, ディ ジタル教材の内容は多岐
にわたるため, 内容の精査に加えて, ディ ジタル教材の
構成 (動画/静止画 , 色 , フォントのサイズなど) の観
点から, 学習者に使いやすい構成を明らかにすることは
重要であろう。 市原 ・ 森山はディ ジタル教材におけるマ
ルチメ ディ ア性の多寡と学習者の認知スタイルに着目し
て調査研究を行っている'4)。 マルチメ ディ ア性が強い










されている。 その結果, パソコンはiPad と比べて知識 ・ 
理解の定着度などの面で学習効果が低いことが示されて




指している。 この認知負荷には 「本質的な認知的負荷: 
課題が要求している負荷」, 「非本質的な認知的負荷: 課
題と関係のない負荷」, 「適切な認知的負荷: 課題解決に
貢献する活動に起因する負荷」 の3 つの様態があり, こ
れらの相互の関係によって, 学習の結果が異なると考え
られている。 非本質的な認知的負荷が大きく働き, 課題
解決のために認知資源が割かれにく く なってしまう と考
えられる。 この点について, キーボード入力, ペンタブ

























活動」 と定義されている'8)。 篠ケ谷は, 先行研究で扱わ
れてきた学習方略を認知的方略とメ タ認知的方略に整理
している'9)。 そして, 認知的方略には, 精緻化方略と体
制化方略が含まれるとしている。 講義をリソースとした
研究においては,板書以外にメ モを書き加える精緻化方
略 (以下, メモ方略) の使用が記憶に影響することと同
時に, アウトライ ン形式のノート活用により, メモ方略
が促進されることも明らかにされている2°) , 2')。 学習者の
側面からは, 学習方略が意識できない場合よりも, メモ
方略に動機づけられることにより, 知識の定着が図られ
るものと考えた。 なお, 本研究においては, 学力を保障
する意味も含め, 同じアウト ライ ン形式のプリ ント を用
意した。
学習者の側面に加え, 学習課題の側面からは, 動画コ














るかの検討を行う こととする。 また, ICT活用意識には








近畿圈にあるA小学校 5 年生 2 クラス71名 (男子35 
名, 女子36名) を調査対象とした。 検証授業は2014年 6 
月に行った。 調査は二回行い, 第一回調査は2014年 6 月




検証授業は 5 年生の理科 「メ ダカのたんじよう」 で計
画した。 「メ ダカのたんじよう」 の学習では①雌雄の違
いや受精卵の観察を通じて, 発生の条件や過程をとらえ










授業は 1 コマ (45分) で行われた。 総時間数は9時間で
あるo
また, 検証授業本時の流れを表2 に示す。 動画コンテ
ンツと して, NHK ディ ジタル教材 「ふしぎがいつぱい」
を活用した (図 1 )。検証授業はA小学校のパソコンルー




児童が学習した 「ふしぎがいつぱい」 には, 10分で構
成される 「ばんぐみ動画」 と1 2 分で 1 つのト ピック
を説明する 「クリ ップ」 が1 つの画面上に表示されてい
る。 クリ ップは, 単元に関わるものが20ほど, キーボー
ド入力を行うことなく, マウス操作だけで表示すること
ができる。 前述したよう に, 動画コンテンツはシンプル
な構造で視聴できる方が, 学習効果が高く なる知見を基
に, 検証授業時にはweb検索はさせず, 「ばんぐみ動画」
と 「クリ ップ」 のみを視聴させた。 
2.4 条件設定
「メ ダカのたんじよう(啓林館)」 の単元で, 「めだか
の卵がどのよう に育つのか」 についての調べ学習を課題
とした. 児童がパソコンを操作し, 一方の学級を, 動画
を視聴する条件 (以下, 視聴条件) とし, 他方のクラス
を, 動画視聴に加えて, メモ方略を促す条件(以下, メ
モ条件) として設定した. 視聴条件では, 「『ふしぎがいつ
ぱい』 のクリ ップと 『ばんぐみ動画』 を見て, ワークシー
トに記入しましよう」 と教示を行った。 一方, メモ条件





学習に対する意識と して, 奥木ら24) を参考に, 「集中
度」 「わかりやすさ」, 「楽しさ」, 「理解度」 「道具の面白
さ」 「詳しく知りたい」 の6 項目を設定した。 各質問項
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表 1 . 「メ タ力のたんじよう」 における単元計画
学習活動
1 . 本時の学習内容を知る. 
2 . メダカの卵はどう育っていくのかを調
べる


















5 . テスト, 質問紙に回答する 0 アチーブメ ントテスト, 質問紙を回答さ
10
せる。 
表 2 . 本時の学習活動の流れ
段階 学習内容 時数







第 2 次 魚が食べるもの(顕微鏡で微生物観察) 3 
まとめ 学習のまとめ
目に対して, 「4 : とてもそう思う」, 「3 : まあまあそ
う思う」, 「2 : あまり思わない」, 「1 : 思わない」 の4 
件法で尋ねた。 
(2) 学習内容の知識・理解度を把握する項目
学習内容の知識 ・ 理解度を把握するアチーブメ ントテ
スト を構成した(表 3 )。 評価テストは, 学習直後 (以




65名 (男子32名, 女子33名) となり, 有効回答率は91.5 
% であった。 学習に対する意識と学習内容の知識 ・ 理
解度を把握する項目について, 平均値, 標準偏差を算出
し, 学習課題 ( 2 : 視聴条件・ メモ条件) x性別 ( 2 : 
1 
男子・ 女子) の二元配置分散分析を行った (表 4 )。
学習に対する意識に対する分析の結果から, 「集中度」
「理解度」, 「道具の面白さ」, 「詳しく知りたい」 では, 有
意差が認められなかった (ps>.1)。 「楽しさ」 では, 学
習課題の間に10% 水準で有意傾向が認められ (F(,,6,) 
= 3.09, p<.1) , メモ条件の方が, 視聴条件より も楽しい
と評価された。 また, 「わかりやすさ」 では, 性別に 5 
%水準で有意差が認められたが, 性別と学習課題による
交互作用が 5 %水準で有意差が認められたので (F(,,6,) 
= 5.30, p<.05) , 単純主効果の検定を行った (図 2 )。 メ
モ条件の男子は, 視聴条件より も,わかりやすさを高く
評価した (p<.05)。 また, メモ条件では, 男子の方が女
子よりも学習がわかりやすいと評価した(p<.01)。
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表 4 . 条件X性別における学習に対する意識度の平均値, 標準偏差
直後テスト 遅延テスト
条件 性別 選択肢 記述 選択肢 記述
Mean Mean Mean Mean 
視聴
女子 5.47 1.88 5.71 1.94 
(/F l 7) (1.66) (1.17) (1.16) (1.03) 
男子 5.44 2.00 5.88 2.06 
(/F l 6) (1.46) (1.03) (1.41) (1.06) 
メモ
女子 5.44 1.81 6.00 2.31 
(/F l 6) (1.32) (0.91) (1.41) (0.94) 
男子 6.06 2.31 6.38 2.56 





F(1,61)= 0 .6 7 
f :(161)=0 .67 
f (161)= 0 .8 3 
1,61)=0.21 





/ :(1,61)= 3 .4 0 +
f (161)=0 .6 2 
f :(1,61)= 0 .0 7 
a( ) はSD, 十p< .1 
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表 5 . 条件X性別における学習に対する知識定着度の平均値, 標準偏差
わかり 道具の 詳しく
集中度 楽しさ 理解度
条件 性別 やすさ 面白さ 知りたい
Mean Mean Mean Mean Mean Mean 
視聴
女子
(' Fl 7) 
男子






(/F l 6) 
男子








f :(1,61)=1 .7 8 1,61)= 0 .5 0 1,61)= 3 .0 9 + f (1,61)= 0 .1 6 f (1,61)= 0 .8 5 f (1,61)=0 .1 8 
/ :(161)= 0 .1 4 161)=5.90* 161)=0.03 161)=0.80 161)=1 .77 f :(161)=0 .57 
交互 作用 f :(161)=0 .65 161)=5.30* 161)=0.13 161)=1 .06 f:(161)=1 .77 f :(161)=0 .06 
準で有意傾向が認められ (F(,,6,) = 3.40, p<.1 ) , メモ条件









図 2 . 「わかりやすさ」 における交互作用
これらの結果から, 男子が ICT活用と親和性が高い
ことが示され, 女子と比べて, ICT を活用することによっ
て, わかりやすさや楽しさといった学習に対する意識に
ポジティ ブな影響を与えることが示された。
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